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皿非金属鉱物資源

神谷雅晴

はじめに

中国地方には石灰石とろう石に代表されるように

非金属鉱物資源に恵まれ現在でも160以上の鉱山があ

る.このうちで石灰石(大理石を含む)鉱山は77

ろう石鉱山は56を数え全非金属鉱山数の大半を占めて

いる(第1表).なお石灰石鉱床については別章で解

説されているのでこの章では省略した.

一般に地下資源といえば石油石炭銅鉛亜鉛

などが連想されるだろう.では非金属鉱物資源とは

どういうものかあるいはこれらの資源とわれわれの生

活とはどのような結びつきがあるのかなどという素朴

な質問にあったときつぎのように答えることにしてい

る.たとえば｢ろう石｣というやや柱じみの薄い鉱

物資源はSiO｡･A1.OパH.Oの各分子のいろいろの割

合で構成される鉱物の複数からなっている(第2表).

ろう石は主として

①鉄鋼製造のさいに必要な耐火煉瓦

②アｰト紙･コｰト紙･上質紙

③陶磁器･タイル

④農薬クレｰ

⑤ガラス繊維

⑥ペイント

⑦ゴム

⑧白色セメント

などの原料として用いられる.その年間消費量は約

142万トン(昭和48年通産省調べ)に達している.な

どといえば多くの人たちは驚いてしまう.

以上はほんの1例であってその他の非金属鉱物資

源も多かれ少なかれわたしたちの生活に深いつながり

をもっているといえる.

第1表中国地方の非金属鉱山数
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1)ろう石とは

｢ろう石｣とはもともとろう感(あるいは脂感とも

いう)のある軟質･激密な岩石に対して付けられた名称

よう

であった.当時はパイロフィライト(葉ろう石)が多

量で石英が少校いものを指していたようであるカミ現在

ではパイロフィライト･カオリナイト･セリサイト･

石英だとの鉱物の1種あるいは2種以上がいろいろな

比率で組み合わさった岩石(変質岩)に対して用いられ

ている.たいていの場合ろう石は2種あるいはそれ

以上の鉱物からなっている.ろう石を構成する鉱物は

第2表に示したように大変多くしたがっていろいろ族

種類のろう石が生じてくる.しかし大まかにみれば

つぎの3種類に区分することカミできる.

①バイ回フィライト質ろう石

②カオリン質ろう石

③セリサイト質ろう石

これらのろう石の産出比率は①>③>②である.ま

たこの分類以外につぎに示すよう放ろう石があり

しばしぱ特殊ろう石とも呼ばれるが産出量は少ない.

①含紅柱石ろう石

②含ダイアスポアろう石

③合コランダムろう石

中国地方には現在56鉱山がろう石を採掘中であるが

休山しているものを含めるとその数は150～160鉱山に

も達する.ろう石の生産
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第1図ろう石およびろう石ク

レｰの用途

量は全国で約!42万トン

そのうち中国地方から約

107万トンが生産されてお

り対全国比の75%を占め

る.ろう石鉱床の分布は

第2図からわかるように

岡山県東部(三石･吉永地

区)広島県北東部(庄原地

区)および山口県北部(阿

武･須佐地区)に密集して

いる.いずれも中生代

白亜紀の酸性火山岩層を母

岩としている.

2)三石地区

山陽本線を旅した人なら

兵庫･岡山県境の船坂トン

ネル(長さ約500m)を過�
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策2表ろ有の構成鉱物
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第3表ろう

石鉱床短岩の層序表

ぎて間もなく目に映る光景一狭い谷間にひしめくように

立ち並ぶ人家と工場群と多数の高い煙突一そして車窓の

だいやま

左手間近に見える禿山(台山)一を想い出すかもしれな

い.これらの工場は台山とその周辺から露天掘りあ.

るいは坑内掘りによって搬出されたろう石を主原料とし

て製鉄･製鋼用の耐火煉瓦を製造しているのである.

台山周辺はわカミ国で最も古くから開発されたろう石鉱

床一すなわちろう石発祥の地である.ろう石の利用は

明治初期以降で印材･彫刻材･石筆材などがその端緒

であった.以後今目まで製鉄業･製紙業などの産業

の発達に伴ってろう石の需要はみるみる増大し生産は

拡大の一途をたどっている.

三石地区(台山周辺部)の地質は中生代新白亜紀の陸

成の酸性火山岩類を主としている.その大半は流紋岩

質凝灰岩類でありしぱしぱ凝灰質頁岩砂岩の互層を伴

っている.これらは相生層灘(岸田･弘原海1967)

に対比される.相生層灘はさらに上郡累層
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主要なろう石

鉱床の艇胎層

･鶴亀累層･赤穂累層に分けられている.

おのおのの累層は500～2,000mの厚さをもち

いずれも厚い溶結凝灰岩層によって特徴づけ

られる.しかし三石地区のろう石鉱床の

母岩が相生層灘のどの累層に相当するかにつ

いては資料に乏しく確定しがたい(第3表).
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匿蟄白亜紀末酸性火山岩類

･ろう石鉱床

ろう石鉱床およぴその周辺は熱水変質作

用を受けてパイロフィライト･カオリナイト

･セリサイト校ど多くの粘土鉱物を生じ広

い熱水変質帯を形成している.

この地区のろう石鉱床に関する調査研究は

1939年以降非常に多い.たとえば君塚

(1939)木村(1951)安藤(1952)山

本(1959)木野崎(1963)大森(1965)

柴田ほか(1967)片山(1969)藤井ほか

(1971)など枚挙にいとまが校いほどである.

しかしながらその成因とたると

校お未解決の問題が多く今後の研

究に期待される.

つぎに三石地区ろう石鉱床の成

因に関してのいくつかの考え方を紹

介する.大島(1947)は鉱床の分

布から2方向の裂カ帯(NW-SE

NE-SW)を推定し台山鉱床が

その交点付近に生成されたとした.

木野崎(1963)および大森(1965)

は流紋岩質凝灰岩層の構造からろ

う石鉱床がほぼ同一の層準に賦存し

第2図ろ肩鉱床分布図�
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第4図典型的ろう石鉱床(三石台山)の生成機構模式図(片山1969)
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第3図台山付近の地質鉱床図(大森1965)

ていることを指摘し(第3図)ろう石鉱床の形成は流

紋岩類の堆積と同じ時期であって地表付近において生

成されたと推論した.また木野崎(1963)は熱水変

質帯カミ上盤から下盤に向って珪化帯一低品位ろう石一

高品位ろう石一低品位ろう石という帯状配列を示すこと

を明らかにした.

一方片山(1969)は台山付近のようにパイロフィラ

イトを主とするものを典型的なろう石鉱床と定義しそ

の形成機構を示した(第4図).それによるとろう石

鉱床は地下敷100m～1良m付近に位置する不透水性岩層

の直下において200～30ぴCの強酸性熱水と母岩との

反応によって形成される.したがって熱水変質帯は

多孔質珪化帯を中心とした黒帯構造を生じることとなる.

最近になって藤井ら(1971)神谷･藤井(1972)

平野ら(1972)などにみられるように三石地区の鉱床

の詳細な産状母岩との関係など成因に関する研究か進

められている.台山周辺の鉱床の母岩は陸上あるいは

陸水中に堆積した酸性火山砕屑岩類を主とする地層であ

り熱水変質作用は火山岩層の堆積とほぼ同じ時期に

強酸性の熱水溶液と母岩との反応という形で進行した.
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第5図

三石台山ろう石鉱床の

地質断面図(藤井･神

谷･平鎌･富樫･未公

表原図)�
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それによる熱水変質帯の黒帯配列は変質作用の

中心から外側に向って多孔質珪化帯一パイロフ

ィライト帯一セリサイト帯一弱変質帯を示す(第

5図).

これまでろう石鉱床(熱水変質帯)の形成の

時期は火山岩層の層序と鉱床の産状から新白亜紀

であろうと考えられていたがさらに台山南西

ちゆういし

方の八木鉱山産セリサイト鉱(採掘現場では申石

と呼ばれる)のK-Ar法による年代測定によって

78.7±3.2×106年という値が得られており(柴田

･藤井1971)鉱床生成時期が裏付けられた.

ろう石を構成する鉱物および鉱物組合せは第8図

のようにパイ1コフィライト･カオリナイト･ダ

イアスポア･石英カミ主体をなしており比較的単

純な鉱物組合せの鉱石が多い.セリサイトは台

山南西付近の鉱床に多くしばしばろう石の主

成分鉱物となっている.
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3)庄原地区

げいぴぴんご

広島から芸備線に乗り換え備後庄原駅付近ま600

で来るとはるか北方の山々(標高800～900m)

の南斜面が広く剥ぎとられているのが望まれる.550

これがろう石の露天採掘場である.庄原地区で

は現在5鉱山が盛大に稼行している.月産約

��

22,000tの鉱石は山元で破砕されたあとで各ク

レｰ工場あるいは耐火煉瓦工場へと送られる.

庄原地区のろう石鉱床は中生代新白亜紀の庄原

層灘川北層(木野崎1970)中に賦存している.

川北層は石英安山岩質凝灰岩を主とした陸上ある

いは陸水中の堆積物である.その層厚は300～400mと

みつがいち

考えられている.庄原層群下部の三河内安山岩は吉舎

安山岩類(吉田1961)に同属灘上部の流紋岩類(須

川層)は高岡流紋岩類にそれぞれ対比される.両君
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第6図庄原地区矢野勝光山滝之谷鉱体付近の地質鉱床図(松本1968)

類とも熱水変質作用をほとんど受けていない.

庄原地区ろう石鉱床の研究は木野崎(1963･70)

松本(1968)神谷(1970)などがありこれらによっ

てろう石鉱床の産状熱水変質帯の層序的位置黒帯

写真①矢野勝光山滝ノ谷鉱体の全景〔(株)勝光山鉱業所提供〕�
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第7図阿武地区字久鉱山中央鉱体の産状(神谷
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えられている(神谷1970).

この地区のろう石の主成分鉱物はパイロ

フィライト･カオリナイト(ディッカイト)

･石英･ダイアスポアなどであるがほか

にしぱしば明ばん石･コランダムを伴う

また昭和勝光山の勝光山南部鉱体から多

量の紅柱石が見出された(小坂私信).紅

柱石のほとんどほパイロフィライトとカオ

リナイトによって交代されて不規則粒状を

示す.全般的に庄原地区のろう石鉱床

中に見られる鉱物組合せは前述の三石地

区のそれよりはやや高温で安定なものカミ多

いといえよう(第8図).

構造などが明らかにされた.たとえばこの地区の多

くの鉱床はその母岩である川北層の層理におおむね調

和して賦存しその形態はほぼ層状と考えられている

(木野崎1963).

もっとも詳細に研究された矢野勝光山･滝ノ谷鉱床

(第6図)はその西側をN-S性の断層で切られてい

るが鉱体は走向延長約300m傾斜延長約250m厚さ70

mの規模をもっておりこの地区最大の鉱体である(写

真①)滝ノ谷鉱床も全体的には原岩である川北層の層

理にほぼ調和した産状を示す.鉱床の中心ではパイロ

フィライトとダイアスポアが多量で良質ろう石帯と呼

ばれそれより外側へ向って珪質ろう石帯→弱変質帯

という黒帯配列が明瞭である(松本1968).

庄原地区の西端に位置する釜ケ峰鉱山の第一露天と斜

松露天の下部では原岩の層理面に斜交してさらに下

方へ延びる鉱体が認められる.この部分はろう石鉱床

をもたらした熱水溶液の主要な通路の一つであったと考

4)阿武地区

きよ

山陰本線を下り山口県萩市にほど近い木与駅を過ぎ

てしぱらくすると日本海側の山腹にほぼ東西に細長く

切り取られた露天採掘切羽が目につく(写真②).これ

が昭和10年頃から稼行されてきた宇久鉱山である.

阿武地区には宇久鉱山をはじめとして3鉱山があって

産出鉱石のほとんどは耐火煉瓦原料となっている.

阿武地区のろう石鉱床は中生代新白亜紀の阿武層群福

賀累層(村上1969)の中部層に対比される木与各層(神

谷197近A)中に主として賦存する(第3表).木与各

層は凝灰質砂岩･シノレト岩･頁岩および流紋岩質凝灰岩

の互層からなる陸水堆積層であってその厚さは最大約

400mである.この地区のろう石鉱床の多くは紅柱

石を主成分鉱物の一つとしており三石･庄原両地区が

パイロフィライトを主とするのに比べると特異なろう石

が多くしたがって鉱石の外観(硬さ･光択など)も

著しく異なっている.

阿武地区に関しての調査研究は前述の三石･庄原両地

区ほど多く狂いがおもなものとしては岩生(1950･69)

時津･上野(1958)木野崎(1963)神谷(1974A･

B)があげられる.

阿武層灘福賀累層は金井安山岩層･木与各層･三ケ岳

流紋岩層からなり最大層厚は2,000m前後である.

ろう石鉱床を形成した熱水変質作用によって福賀累層

は広範囲にわたって変質しているがなかでも木与谷層

上部層の変質がきわめて著しい.

熱水変質帯は紅柱石帯･パイロフィライト帯･セリサ

イト帯からなる.紅柱石帯はさらに3つの亜帯に細分

される.宇久鉱山中央鉱体(第7図)では熱水変質作

用の中心から外側に向って紅柱石一パイロフィライｰ

写真②宇久鉱山露天掘切羽の遠景切羽の長さは東西方向に約400m

である.手前の線路は山陰本線�



一43一

��

三石･吉永地区庄原地区

トｰガオリナイト亜帯→石英一級柱石一パイロフィライ

ト亜帯→石英一紅柱石亜帯廿セリサイト帯という黒帯配

列が明瞭である.すなわち熱水変質作用の中心では

その初期高温期に安定な鉱物組合せ(紅柱石一コランダ

ム紅柱石一パイロフィライト粗柱石一石英など)か

ら中期のパイロフィライトｰダイアスポアパイロフ

ィライトｰカオリナイトなどの晶出期を経て後期には

低温で安定恋鉱物組合せ(カオリナイトｰ白雲母カオ

リナイトｰ白雲母一混合層鉱物)カミ認められる(神谷

����

熱水変質作用の後期に特徴的な鉱物の白雲母のK-Ar

年代は81･82×106年であり(柴岡･神谷1974)

さきに述べた三石地区八木鉱山産セリサイト鉱のK-A･

年代(79×106年)とほぼ同じ時期である.いずれの年

代も層序学的に推定された酸性の火山岩層(ろう石鉱

床の母岩)の堆積時期よりもやや若い年代を示している

ものの大きな矛盾はない.

この地区のろう石の主成分鉱物は紅柱石･パイロフィ

ライト･カオリナイト･石英であるカミ普遍的にダイア

スポア･コランダム･白雲母が伴われる(第8図).

黒雲母花開岩は阿武層襟福賀累層の堆積完了の前後に

貫入した.熱水変質作用は岩株状の黒雲母花筒岩に近

接した木与各層においてのみ著しい.熱水変質帯は大

局的に黒雲母花陶岩を中心として紅柱石帯→パイロ

フィライト帯→セリサイト帯という帯状分布を示してい

る.主要なろう石鉱床における熱水変質作用は高温

期→低温期を示し低温期に晶出した粘土鉱物(カオリ

ナイトや混合層鉱物など)カミ黒雲母花商岩によって熱

変成作用を受けたという事実はない.またろう石鉱

床生成の後期を代表する鉱物の一つである白雲母のK-

Ar年代は81文106年および82×106年を示し黒雲母花

庸岩中のペグマタイトからの白雲母の年代は79×106年

である.これらの年代はほぼ同じと見なすことがで

きる.一方ある紅柱石帯の中心部にはトパズ(黄玉)

･紅柱石･宥英あるいはアウケライトカミ堆較的多量伴.

われるデュモノレチェライトやウイルケアイトなども生

Q第8図

Aろう石中の主要征鉱物組合わせ

阿武地区

している.これらの鉱物は一般に気成鉱床で見出され

ることが多い.

以上のことから阿武地区のろう石鉱床の生成に関し

ては比較的浅所に貫入した黒雲母花開岩が熱源として

の役割を果したと考えられる.熱水変質作用が陸水堆

積層においてとくに著しく大部分のろう石鉱床がこの

中に形成されたのは本属が透水性に富んでいたためで

あろう.

5)その他の地区

これまでに述べた3地区以外に岡山県吉永町板屋･

つるき

同都留岐周辺にも多数のろう石鉱床が賦存する板屋付

近のろう石鉱床はパイロフィライトと石英を主とするも

ので大半はろう石クレｰ原料に供されている.都留

峠付近にはセリサイト質ろう石が多く陶磁器･タイノレ

みつ

の原料となっている.このほか御津郡下にも2鉱山が

稼行中である.

広島県下では庄原地区以外に数鉱山あったが現在で

はいずれも休止している.そのうちで2･3の鉱床は

パイロフィライトのほかに紅柱石･白雲母を比較的多量

伴っており阿武地区の鉱物組合せと類似している.

山口県下では須佐および徳佐付近に数鉱山があったが

なめら

現在では滑鉱山を除き休止している.かつてパイロフ

ィライト質ろう石およびカオリン質ろう石を産出した.

2.カオリン(耐火粘土)

カオリン鉱床は大まかに熱水鉱床堆積鉱床および

風化残留鉱床に分けられる.中国地方では熱水性鉱

床が2ヵ所で採掘されているだけであり他はすべて休

止している.

1)熱水鉱床

岩石が熱水変質作用によってカオリン鉱物(カオリナ

イト･ハロイサイト恋ど)と石英(クリストバライト)

の集合体に変質したものであり全国的には比較的新し

い地質時代(第三紀以降)のものが多い.中国地方で

こうめ

これまでに採掘されたことのある鉱床としては神目カ

オリン･興津カオリン(岡山県)があり稼行中の鉱床�
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策4表珪石鉱床の分類

と鉱石のおも

泣用途

鉱床の種類�岡山�広島�山口�島根鳥取��鉱石の主用途

ペグマタイト�珪垣･直坦･丞型1�山三･畑･可部��塑些･墨査･波佐･横谷��人造珪砂(鋳物砂)

熱水性脈���福宝小西殿畑･湯野��金足･八頭'1�同上

熱水変質�三石台山周辺■■�����耐火煉瓦･陶磁器

������■■

珪砂���東海山口ひさご�三子山温泉■��

���･圭菱�塗��ガラス原料･同磨砕･コｰテッドサンド(鋳物砂)

チャｰト�畦��平賀於福･美称珪'���

���石平璽舳秋芳���フェロジリコ:■･フェロクロｰム･耐火煉瓦･製錬

:稼行鉱山������

珂

稼行鉱山

は目野(広晶県)および矢野馬木(島根県)である.

いずれも中生代末～第三紀の火成活動に関連する鉱床で

ある.神目カオリン(上野1949)は流紋岩中の割目

に沿った網状の交代鉱床でノ･ロイサイトと石英を主と

しセリサイトと若干の長石を伴う.

奥津カオリン(上野1948)は古生層を貫く花開閃緑

岩中の南北性の脈状交代鉱床であり鉱物はカオリンの

ほか少量の濁沸石を伴う鉱体の周辺部では緑泥石･曹

長石･磁鉄鉱が多い.

日野鉱山のカオリン鉱床は黒雲母花庸岩の周縁相部分

が変質を受けたもので鉱石はカオリナイト･ノ･ロイサ

イト･石英を主とし若干のセリサイトを伴っている.

矢野馬木鉱床(松本1965)は黒雲母花闇岩中の閃長

岩質ペグマタイトが変質したものと考えられている.

鉱物はハロイサイトを主とし石英･セリサイトのほか少

量のカリ長石を伴う.

以上のほかろう石

鉱床に含められたカオ

リン質ろう石鉱床カミあ

る.その例として

なめら

滑･須佐(山口県)鉱

山カミあげられる.両

鉱床とも中生代白亜

紀の流紋岩質凝灰岩層

中にほぼ層状をなして

賦存する.主成分鉱

物はカオリナイト(デ

ィッカイト)と石英で

あるがしぱしばダイ

アスポアや明ばん二石

ときにパイロフィライ

トを伴う一般に鉱体

周辺部はセリサイト帯

に包まれる.

第9図珪石(チャｰトおよび珪

砂)の用途

2)堆積鉱床

堆積性のカオリン鉱床は石炭

･亜炭層に伴ういわゆる下盤粘土

である.中国地方では広島県三

よしくい

次市および久井町で小規模に稼行

された.いずれも新第三紀中

新世の塩町層中の炭層の上下盤に

あって厚さは1m以内である.

平田粘土･仏通寺･光洋鉱山(久

井町)の耐火粘土鉱床は薄い亜炭

層を挾んでその上下盤にありそ

れぞれO.5～1.2mの厚さもってい

る.耐火度はS.K.33～34である.

多幸･三良坂鉱山(三次市周辺)の耐火粘土鉱床も亜

炭層の上下盤あるいは亜炭層と互層して賦存している

厚さはO.4～1.2mである.耐火度はS.K.31～34で

久井町の粘土に比べてやや低いものカミ多い.

3)風化残留鉱床

花開斑岩および石英斑岩岩脈の風化残留粘土が広島県

西条･高星(東広島市)および安芸津付近に知られてい

る(大島1947).これらはいずれも鉄分が多くまた

A1.O｡にも乏しいため探鉱された程度である.

3.珪宿

珪石鉱床にはいろいろな成因によるものがありその

おもなものは第4表に示した.各々の鉱床の規模お

よび晶質には著しい差があるためそれらの用途も異な

っている(第9図).一般に珪石を構成する鉱物は石

英のほかクリストバライト･トリジマイト･オパｰル

などであるが中国地方の珪石はほとんど石英のみから

なっている.

1)ペグマタイト

島根県益田市のペグマタイト鉱床(同一鉱床を城山･

馬谷両鉱山が稼行)はわが国最大の規模をもっている.

鉱床の延長約500m厚さ40mが確認されている.鉱

床は岩株状の黒雲母花開岩中に賦存する.鉱床の内部

は長石帯･石英帯･石英一長石混合帯から成っている.

石英帯中にはしばしば石英の巨晶が認められかつて最

大直径約10m長さ約17mのみごとな結晶を産出した

(安斉1956).

このほかに山三･畑(広島県)などのペグマタイト

鉱床が知られているがいずれも規模は小さい.�
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写真③

東海鋳材三子山鉱山の珪砂採掘場(北部切羽)都野津層下部層の石英砂層(風成層)の一部である.

2)熱水性石英脈

これまでに稼行されたことのある石英脈鉱床は徳山市

および防府市付近に多いか概して小規模で脈幅2m

前後である.これに対して金足鉱山(鳥取県)の第一

鉱床は走向延長(NW-SE)ユ50m以上脈幅の最大

は50mに達する大規模なものである.このほかにや

や小規模であるが数鉱床が知られている.鉱床は三郡

変成岩(千枚岩)あるいは花開岩中に生成される.石

英脈中には比較的粗粒･鱗片状の輝水鉛鉱(M.S｡)が

散点する.かつて輝水鉛鉱を目的に探鉱されたことが

ある.

3)熱水変質に伴う珪石

一部のろう石鉱床あるいは地熱地域の熱水変質作用に

よって原岩(安山岩･流紋岩など)のSiO｡分以外の

成分が強酸性の熱水溶液により溶脱された結果生成した

もので一般に多孔質の珪石となっている.中国地方

では三石台山付近のろう石鉱床中に比較的大規模に形成

される.このような珪化帯はおおむね上拡りであって

下部では尖滅傾向を示す.鉱石はある種の耐火煉瓦の

原料となるがセリサイトなどの粘土鉱物を少量伴う珪

石は陶磁器原料としても用いられる.

炭紀)中のチャｰトが主として稼行されている.主用

途はフェロシリコン用であってSi02が多くA120｡･

Fe203だとの少ないものが要求される.

岡山県岡井鉱山は古生層中のチャｰトおよび砂岩が

花庸岩による熱変成作用でホノレンフェノレスとなったもの

を採掘している.炉材用の珪石として有名ないわゆる

赤白珪石は角礫化したチャｰトが石英の網状脈によって

充填されたものをいうが中国地方では知られていない.

4.長肩

長石鉱床としてはペグマタイトのほかにアプライト

さばなどがあるが中国地方では主としてペグマタイ

ト鉱床中の長石が稼行されている.

ペグマタイト鉱床は中生代白亜紀末に貫入した広島型

花商岩中に胚胎しており城山鉱床のペグマタイト(珪

石の項参照)が最も大規模である.このほか岡山･

広島･島根県下に多数の鉱床が賦存する.現在山三

鉱山ほか2･3の鉱山が小規模に稼行している.

山手鉱山(岡山)の長石鉱床は黒雲母花開岩中に生成

した小規模な閃長岩質ペグマタイト鉱床である.鉱体

は延長40～50m以内幅10～15mの不規則脈状を示すが

その数は13個所におよんでいる.鉱石はほとんどカリ

4)珪砂

この種の鉱床としては中生代白亜紀の砂岩をはじめ

として第三紀あるいは第四紀の砂層が採掘の対象とされ

る.中国地方では新第三紀鮮新世末から第四紀更新

世の初めにかけて堆積した都野津累層中の石英砂層(島

ゆのつ

根県温泉津付近)および第四紀更新世後期の安岡層中の

砂層(下関市北部付近)が大量に採掘されている(写真

③)･このほか現世の海浜珪砂も島根県江津市付近お

よび山口県豊浦付近で採取されている.

5)チャｰト

チャｰトは古生層中の頁岩(粘板岩)などと互層する.

山口県美称市周辺に分布する太固層群(古生代二畳一石

写真④出雲市三谷の鏡山鉱山ベントナイト採掘切羽原岩は新第三紀

大森層上部層の石英安1⊥1岩質火山礫凝灰岩である.�
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写真⑤鰐淵鉱山(石膏)の選鉱場の全景(昭和鉱業KK提供)

長石からなるが石英および鉄苦土鉱物を僅かに伴うこ

とが多い.

してNaに乏しく膨潤度も低い.･粘土

のほとんどは鉄鉱石焼結用の固結剤として

3,000～4,000t/月が出荷される(写真④).

岡山県笠岡市北方の新第三紀層中にはモ

ンモリロナイト･ノ･ロイサイト･長石･石

英からたる粘土鉱床があり露天採掘されて

いる.粘土は鋳物砂の粘結用に供される.

5.ベントナイトその他の粘土鉱床

ベントナイト･酸性白土の主成分鉱物はモンモリロナ

イト･クリストバライトであるが中国地方で採掘され

ているベントナイトにはゼオライト･長石などが比較的

多い.

ベントナイト鉱床は新第三紀中新世の酸性火山岩層中

のガラス質部分がモンモリロナイトとなったもので続

成作用あるいは低温熱水変質作用によると考えられてい

る.島根県太田市および出雲市の含モンモリロナイト

鉱床は新第三紀中新世大森層の石英安山岩質ガラス質凝

灰岩層中に生成している.モンモリロナイト粘土は概

6.石簿

石膏鉱床は新第三紀中新世久利層(海

成層)の上部に黒鉱鉱床と密接に伴って生

成されている.主要な賦存地域は島根半

島西部と太田市周辺である.

わにぷち

鰐淵鉱山はその代表的恋石膏鉱山である

(写真⑤).鉱床は金山･乙女･大才の黒

鉱鉱体と第1～第5･別所･金山沢東などの石膏鉱体か

らなる.黒鉱鉱体は一般に小規模であるのに対し石

膏鉱体は大規模である.なかでも第3鉱体はE-W方

向に500～600mN-S方向に約400m平均の厚さは

30～50mである.これらの石膏鉱体は久利層最上位の

黒色頁岩層とその下位の緑色凝灰岩層との境界付近に胚

胎する.この地区ではほかに唐川･鵜峠･田中など

の鉱床カミある.

一方太田市周辺にも石見･松代･延里･長谷などの

多くの石膏鉱床が知られている.いずれも.新第三紀

中新世の久利層中に胚胎する.石見鉱山は石膏鉱体の

下部に黒鉱鉱体が生成しており現在では黒鉱のみを採

掘している.これに代って延里鉱床カ欄発され(写真

⑥)月産約3,000tを出鉱している.

写真⑥

延里鉱山の斜坑入口(昭和45年開坑)

(石見鉱山(株)提供)�
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石膏鉱石は透石膏･雪花石膏･繊緯石膏からなるが

化学組成は同じである.これらは単に組織上の相違を

示すものである.石膏の品位(SO｡)は32～35%で

その全量カミセメント用(凝結調節剤)に出荷されている･

なお前述のように鉱山から産出する石膏は｢天然石膏｣

と呼ばれ人工的に合成したり工場の副産物として産出

するものを｢化学石膏｣と呼んで両者を区別している.

緑派拓粘土

鰐淵鉱山の石膏鉱体の下盤側あるいは石膏鉱体にはさ

まれた部分にMg一線泥石粘土が多量生成している.

この粘土はクレｰ用(主として合成ゴムや合板接着糊の

増量剤)として出荷されている.

ゼオライト

石見鉱山の黒鉱･石膏鉱体の周辺部にゼオライト(ク

リノプチロノレ沸石)を主とする変質帯がある.現在

坑内採掘による開発が行なわれている.

7.その他

これまでに述べた非金属鉱物以外に滑石(山口県安

部滑石)絹雲母(島根県簸川セリサイト)石綿(島

ひるせんぱら

根県清見)珪藻土(岡山県蒜山原)校とが採掘されて

いる.

(筆者らは中国出張所)
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